
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
令和５年１２月１日 西保育所 

●○インフルエンザ○● 
 

咳やくしゃみなどによって感

染し広がる病気で、毎年多く

の感染者が出ます。悪寒、

急な発熱、関節痛に続き、

下痢、嘔吐、咳、くしゃみ、

喉の痛みなどの症状が見られ

ます。放っておくと周りへの

感染を広げるだけでなく、合

併症の危険も伴うので、イン

フルエンザの症状かなと思っ

たら医療機関で診てもらいま

しょう。 

 

まずは医療機関にかかり、インフル
エンザかどうか診断してもらいましょ
う。高熱や下痢が続くと脱水症状を
起こしやすくなるので、こまめな水分
補給が大切です。感染力が強いの
で、発症した後５日を経過し、 
かつ、熱が引いてからも 
３日間は登園を控え、 
しっかりと自宅療養 
しましょう。 

 

 早いもので、今年も残すところあと１ヶ月となりました。 

寒暖差や乾燥した気候が続き、咳・鼻水が出たり、お肌が

荒れてかゆみが出ているお子さまもみられます。 

何かとあわただしい１２月。生活リズムが崩れがちで、また

感染症も流行る時期です。子ども達にとっては、クリスマ

ス・年末年始のお休みと、お楽しみがいっぱいの月です

が、体調管理には十分気を配っていきましょう。 

歯科検診があります 

12 月 7 日(木) 9:00～ 
 

当日の朝は、歯を磨いてからの登所お願いします。 

また、歯のことで心配なことがありましたら、担任の

方までお伝えください。 

手のひら、足の裏、口の中に小さな(米粒大の)発しんや水ほ

うができる手足口病。実は、お尻や皮膚のやわらかい所に

もできたり、痛みやかゆみを伴い発熱したりすることも。

また、口内炎が悪化して食欲が落ちたり、まれに髄膜炎な

どの合併症を起こしたりすることがあるので、注意が必要

です。 


